
公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 ７ 月 ９ 日 

生活安全部生活安全企画課 

 

国際電話利用休止の普及促進に向けた緊急対策の実施について 

～県知事・県警察本部長の緊急共同メッセージの発信～ 

概 要 

本年５月末現在における特殊詐欺被害は、被害件数 108 件（＋35

件）、被害額４億 5,809万円（＋１億 9,737万円）と極めて深刻な状

況であるほか、特殊詐欺の犯行利用電話の半数以上が国際電話番号で

ある実態があることから、国際電話番号からの着信を受けないための

対策が急務となっている。 

そこで、県知事・県警察本部長が国際電話利用休止の普及促進に向

けた緊急共同メッセージを発信し、それを皮切りとして、県民総ぐる

みで被害防止の気運を高めるとともに、国際電話利用休止の申込支援

（以下「利用休止支援」という｡)を強化する緊急対策を実施するもの。 

実 施 期 間  令和７年７月 17日（木）から同年 10月 20日（月）までの間 

緊急共同メッセージ 
サギ電話、今、止めるトキ。 

～みんなでとめよう‼国際電話詐欺＃みんとめ～ 

県知事・警察本部長 

緊急共同メッセージ 

(1) 日時  令和７年７月 17日（木）午後１時 30分から 

(2) 場所  警察本部３階・特別会議室 

(3) 出席者 新潟県知事・警察本部長 

具体的取組事項等 

(1) あらゆる機会を通じた国際電話利用休止の普及促進 

  巡回連絡や個別訪問、各種会合、防犯教室、交通安全教室、警察

相談等のあらゆる機会を通じて利用休止の普及促進を図る。 

(2) 利用休止支援強化デーの設定 

  毎月 15 日を県下一斉の利用休止支援強化デーに設定し、県民が

立ち寄るスーパー、銀行等に受付ブースを設置して利用休止の申込

支援を強化する。また、県下一斉日とは別に、署状に応じた強化デ

ーを１日以上設定する。 

(3) 県職員及び警察職員とその親族等に対する普及促進 

  県民に広く国際電話利用休止を促進するに当たり、県職員及び警

察職員自身が申込み、またその親族等への働き掛けを促進する。 

(4) その他 

 携帯電話に国際電話からの着信を受けないための対策や「ひかる

くん・ひかりちゃん安心メール」の登録についての広報も併せて推

進する。 

備 考 報道発表予定 
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 県 、 県 警 察 、 保 険 会 社 ３ 者 共 催 に よ る 

  第３回特殊詐欺被害防止川柳コンテストの開催について 

趣 旨 ・ 目 的 

本年５月末現在における特殊詐欺被害は、被害件数 108 件（+35 件）、被

害額４億 5,809 万円（+１億 9,737 万円）となり、ともに前年同期比を大

きく上回るほか、警察官を騙り金銭をだまし取るいわゆる「ニセ警察詐欺」

が急増するなど極めて深刻な状況が続いている。 

 特殊詐欺被害の発生を防ぎ、安全で安心なまちづくりを推進していくた

めには、高齢者や子どもや孫の世代、更には、全ての県民の被害防止意識

を高める必要があることから、特殊詐欺等にまつわる川柳を募集するコン

テストを開催し、県民総ぐるみの被害防止対策の推進につなげるもの。 

コ ン テ ス ト 名 称 
第３回「にいがた特殊詐欺だまされま川柳コンテスト」 

新潟県、新潟県警察、第一生命保険株式会社の３者共催 

応 募 期 間 令和７年７月 16 日（水）～９月 19 日（金） 

応 募 内 容 
特殊詐欺（オレオレ詐欺、還付金詐欺、架空料金請求詐欺など）、ＳＮＳ 

型投資・ロマンス詐欺、闇バイト等の被害防止に関連する川柳 

応 募 資 格 
新潟県内に居住、または通勤通学されている方 

応募作品数は、１人２点まで 

応 募 方 法 郵送、新潟県電子申請システム等での応募 

審 査 

・ 

表 彰 式 

１ 審  査 … 10 月～11 月に審査委員会を設置し選考する 

２ 表 彰 式 … 12 月頃に実施予定 

３ 表彰内容 … 県知事賞１点、警察本部長賞１点、優秀賞３点、入賞

５点を決定し、賞状及び副賞を贈呈する 

コンテスト実施に

関 す る 広 報 活 動 

関係機関・各種団体と連携し次の広報活動を展開 

○ 新潟県、新潟県警察ホームページ上での広報 

○ 市町村、関係機関、団体等への広報 

○ 教育委員会と連携した各学校への広報 

○ 防犯出前講座等の参加者への広報 

○ 第一生命営業職員による事業活動を通じての広報 

○ 報道発表予定 
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新潟駅周辺地区の安全・安心の確保に向けた集中警戒対策の実施について 

目 的 

新潟駅周辺における治安悪化が顕著なため、新潟署と警察本部が県

警の総合力を発揮し、関係機関等と連携し、犯罪の検挙と抑止により

県民の安心・安全を確保する。 

現 状 

これまで新潟署では、挙署一体となって新潟駅周辺地区の安全・安

心の確保に向けた総合対策を推進してきたが、新潟駅の大規模な再開

発の影響等により人流の集中や犯罪の発生が増加し、特に新潟駅南口

周辺の治安が悪化している。 

４月以降、少年のい集に絡む事件（コンビニでの万引き、通行人に

対する暴行・恐喝）、大麻所持等の薬物事件、トラブル事案が増加し、

新潟署では事件捜査及び事案対応に追われている状況にある。 

集中対策 

の必要性 

今後少年グループの拡大や犯罪の凶悪化が懸念されることから、夏

休み突入前の参院選終了後から集中警戒等の必要性がある。 

実 施 期 間 令和７年７月 21 日～８月 31 日まで間 

活 動 区 域 

○ 新潟駅万代口 ～ 弁天・東大通地内 

○ 新潟駅構内 ～ 駅ビル CoCoLo 新潟 

○ 新潟駅南口 ～ 南口広場、笹口地内、ﾄﾞﾝ・ｷﾎｰﾃ新潟駅南店周辺 

警戒体制等 

○ 駐留・遊動警戒班（午後７時から午前４時まで） 

 ・ 勤務体制 ～ 新潟署、機動隊、機動捜査隊、地域課職質指導班 

         （金・土は、通常の倍２車 12 名運用） 

・ 勤務要領 ～ 南口広場に車両を配置、駐留及び遊動警戒を実施。 

○ 飲酒運転取締班（午後 10 時から午前４時まで、週３回） 

 ・ 警戒体制 ～ 交通機動隊（ＰＣ１車２名） 

 ・ 勤務要領 ～ 活動区域におけるミニ検問、赤ランプ警戒等 

○ 万引き・自転車盗警戒班（午後３時から午後６時まで、既に開始） 

・ 警戒体制 ～ 鉄道警察隊（２名１組） 

・ 勤務要領 ～ 駅周辺、駐輪場の立寄り警戒 

○ 客引き取締り班（７月 16 日（水）、８月初旬または８月下旬） 

 ・ 実施体制 ～ 新潟署及び生活安全部の計 15 名程度 

 ・ 勤務要領 ～ 新潟駅前にて現逮方式の客引きの取締りを実施。 

○ 駅周辺におけるボランティア等との街頭補導（７月 25 日（金）） 

  ※ 報道発表予定 

 ・ 実施体制 ～ 新潟署、少年課、新潟地区少年警察ボランティア、

弁天地区防犯ボランティア、上記遊動警戒班 

・ 勤務要領 ～ 駅周辺においてボランティア団体等と共同で街頭

補導を実施する。 

そ の 他 ○ 新潟署員による私服警戒、週末集中警戒は７月１日から実施中。 
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新潟駅周辺における少年被疑者による傷害事件の検挙について 
（新潟警察署） 

被  疑  者 甲（高校生 男 17 歳） 

検 挙 月 日 
罪名・検挙種別 

令和７年７月８日 傷害で通常逮捕 

被  害  者  Ａ（男 20 歳代） 

事 件 概 要 
 被疑者は、令和７年６月 14 日午前０時７分頃、新潟市中央区花
園１丁目地内において、Ａさん（20 歳代・男性）の顔面を拳で２
回殴る暴行を加え、全治２週間の顔面打撲傷の傷害を負わせた。 

参 考 事 項 
 本年に入り、新潟駅周辺での少年の逮捕者は２人目。 
（７月２日に公務執行妨害で男子中学生を現行犯逮捕。） 
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公 安 委 員 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 ７ 月 ９ 日 

刑事部組織犯罪対策課 
 
 

ＳＮＳ型ロマンス詐欺被疑者の検挙について 
（南魚沼署・組織犯罪対策課・国際・薬物銃器対策課）  

被 疑 者 
国籍 ベトナム社会主義共和国 

甲 （男 １９歳） 

検 挙 年 月 日 

 

罪名・ 検挙 種別 

令和７年７月１日 詐欺未遂で現行犯逮捕 

事 案 概 要 

被疑者は、氏名不詳者らと共謀の上、令和７年６月４日から７月

１日までの間、氏名不詳者らが架空の女性等になりすまし、ＳＮＳ

で接触した南魚沼市居住のＡさんに対し、メッセージアプリで趣味

の話などのやり取りを重ねた後、「私の伯父が有名な経済学者で、

金の取引を勉強しているので、一緒に金の取引の勉強をしません

か。」などと投資話を持ち掛け、金の投資取引名目で金地金をだま

し取るためのうそを言い、７月１日、東京都内に金地金２００グラ

ムを宅配便で送らせようとしたが、Ａさんが警察に届け出たため、

その目的を遂げなかった。 
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公安委員会説明資料 

令和７年７月９日 

交通部交通企画課 

 

 

「ニイガタ姉さん 飲酒運転根絶ポスター完成発表会」の実施について 

 

項 目 内     容 

趣 旨 

公益社団法人新潟県トラック協会は、「飲酒運転根絶」事業の一環とし

て、トラックドライバーや運行管理者等に対する研修会のほか、交通安

全ポスター等を活用した啓発活動を推進している。この度、県警察では

新潟県トラック協会と協働して「関西から新潟県をＰＲ！」をキャッチ

フレーズに新潟県の観光や物産を情報発信している「ニイガタ姉さん」

を起用した、飲酒運転根絶の交通安全ポスターを制作したことから完成

発表会を実施するもの。 

日 時 

場 所 

令和７年７月 17日(木)午前 10時 00分から午前 10時 30分までの間 

警察本部３階 ３０２会議室 

出 席 者 

○ 公益社団法人新潟県トラック協会（副会長、専務理事） 

○ 新潟県警察本部（交通部長、交通企画課長） 

○ 新潟県非公認ＰＲキャラクター「ニイガタ姉さん」 

内 容 

○ 公益社団法人新潟県トラック協会 副会長挨拶 

○ 交通部長挨拶 

○ ニイガタ姉さんによる交通安全メッセージ 

○ 完成ポスター披露 

○ 写真・動画撮影等 

そ の 他 

完成したポスターは警察署のほか、トラック協会会員（約 830事業

所）、県内スーパー等（約 220店舗）へ配布予定。  
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公 安 委 員 会 説 明 資 料

令 和 ７ 年 ７ 月 ９ 日

交 通 部 交 通 指 導 課
 

死亡ひき逃げ事件被疑者の検挙について 
（南魚沼警察署・交通指導課） 

被 疑 者
 
 

甲 （男 68 歳） 

 

検 挙 日 時 

令和７年７月８日 

過失運転致死及び道路交通法違反（救護措置義務・事故不申告）で 

通常逮捕 

被 害 者 

 

Ａ （男 60 歳代） 

 

事 案 の 概 要 

被疑者は、令和７年７月７日午前 10 時 46 分頃、南魚沼郡湯沢町

大字三国地内の国道において、軽乗用自動車を運転中に被害者と衝

突する交通事故を起こして被害者を負傷させたにも関わらず、被害

者の救護を行うことなく、更には警察官にも事故の届け出をするこ

となく交通事故現場から逃走した。 
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